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は

じ
め

に

　

称
名

寺
所
蔵

『

法
門
大
綱
』

に
つ

い

て

は
、

管
見
の

及
ぶ

限
り
河

村

孝
道
氏
の

『

金
沢
文
庫
資
料
全

書
仏

典
第
一

巻
禅
籍
篇
』

（

以

後
、

『

金

沢

　

　

　

　

　

　
（
1

）

禅

籍
篇
』

）

の

解
題

が

あ
る
の

み

で
、

詳
し
い

研

究
は

今
ま

で

な
さ
れ
て

い

な
い

よ

う
で

あ

る
。

本
論
で

は
、

第
一

に

『

法

門
大

綱
』

の

構
成
と

年
代
に

つ

い

て

明

ら

か

に

す
る

。

第
二

に

『

法
門

大
綱
』

の

禅
思
想
に

つ

い

て

い

く
つ

か

の

キ

ー

ワ

ー

ド

を
元

に

議
論
し
た
い

と

思
う

。

（

尚
、

『

法
門

大
綱
』

は

影
印
本
を

元
に

『

金
沢
禅
籍
篇
』

の

翻
刻
を

参
考
に
し

、

読
み

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

2）

や

す
い

よ
う
に

漢
字
と

ひ

ら
が

な
交
じ

り
の

訓
読
文
に

変
え
た

。

ま
た

、

他
の

い

く
つ

か

の

漢
文
資
料
も
同
様
に

訓
読
文
に

変
え
た

。

更
に

理
解
し

や

す
い

よ

う
に

『

』

、

「

　
」

な

ど
も
加
え
た

。

異
体
字
は
通

常
の

字
体
に
変
え
た

。

）

　

　
一

　
『

法
門

大
綱
』

の

構
成
と

年
代

　

本
資

料
は

「

百
丈

禅
師
広
説
」

に

合
綴
さ
れ
た
一

篇
で

あ
る

。

著
者

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3

）

や

由

来
な
ど

は

不

詳
で

あ
る

。

丁
数
は
二

三

枚
、

列
帖

、

縦
一

六
・

八

　

　

　
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六
十
四

巻
第
一

号

　
平
成
二

十
七
年
十
二

月

セ

ン

チ
、

横
一

五
・

ニ

セ
ン

チ
、

鎌
倉
期
の

写
本

、

楮
紙

、

校
合
な
し

で

あ
る

。

（

以
上、

河
村
氏
の

解
題
よ

り
）

　
先
ず
は

、

一

丁
か

ら
二

〇

丁
右
（
『

金
沢

禅
籍
篇
』

二

＝
頁
上

−
二
一

九

頁
上
）

ま
で

を

前
半
と
し
て

見
て

み
よ

う
。

書
か

れ

た

内
容
は

、

世
尊

、

西

天
二

八

祖
、

達
磨
の

相
伝

、

諸
教
の

説
明
に

つ

い

て

述
べ

、

次
に
「

禅

門

宗
」

に

つ

い

て

紙
幅
を

費
や
し

て

論
述
し
て

い

る
。

そ

の

後
、

「

或
が

云

く
」

、

「

『

金

剛

経
』

に

云
く

」

、

「

『

起

信
論
』

に

云
く

」

、

「

菩
提
達

磨

云

く
」

、

「

天

台
云

く
」

、

「

五

台
山

文
殊

授
法
照

禅
師
の

偈
に

云

く
」

、

「

祖
師
云

く
」

、

「

伝
教
大
師
（

の

嗣
法
）

」

、

「

『

慈
覚

大
師
将

来
記
』

に

云

く
」

、

「

『

智
証
大
師

将
来
記
』

に
云

く
」

、

「

祖
師
云

く
」

、

「

古
人
云

く
」

等
々

、

専
ら
引
用
文
を
列
挙
し
て

い

る
。

但
し

、

引
用

文
の

み

を
掲
載
す

る

場
合
と

、

そ
の

前
後
に

著
者
の

釈

文
を

叙
述
す
る

場

合
が

あ
る

。

い

ず
れ
に

せ

よ
、

「

伝
教
大

師
（

の

嗣
法）
」

、

『

慈
覚
大
師
将
来
記
』

、

『

智
証

大
師
将

来
記
』

な
ど

か

ら
、

多
く
の

引

用
文
の

典

拠
は

比

叡
山
系
の

蔵

書
に

基
づ

い

て

い

る
こ

と

が

解
る

。

但
し

、

「

祖
師
云
く

」

、

「

古
人
云
く

」

な
ど

は

『

円
悟

語
録
』

か

ら

引
用

し

て

い

る

よ

う
で

あ

り
、

初
期
禅
宗
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称
名
寺
所
蔵
『

法
門
大
綱
』

に

お

け
る

禅
思
想
（
古
　
瀬
）

か

ら
宋
代
ま

で

さ
ま

ざ
ま
な
禅
籍
か
ら

引
用
し

て
い

る

こ

と

が

解
る

。

　

次
に

、

前
半
最
後
二

〇

丁
右
（
『

金

沢
禅
籍
篇
』

二
一

八

頁
下
−

二
一

九
頁

上
）

に

は

年
代
を
記
し
た

極
め

て

興
味
深
い

記
述
が
以

下
の

よ

う
に

あ
る

。

淳
煕
一

六

年
、

孟
夏

月
望
日

に

謹
ん

で

録
す

。

　
建
久
五

年
五

月
二

三

円
。

日

本
僧
直
念

、

宋
に

入

り
、

始
め

明
州

延
慶
寺
に

　
至
る

。

然
る

後
、

天

台
本
院
國
清
寺
に

參
ず

。

此
の

寺
の

壁

上
に
此
の

文
を

　
書
す

。

則
ち

壁

ド

に

之

を
寫
し

取
る

。

時
に

、

宋
、

慶
元

元
年
乙

卯
二

月

　
二

五

日

　
こ

の

部
分

は

奥
書
の

よ

う
で

あ
る

。

素
直
に

読
む

な

ら

ば
、

『

法
門
大

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
4

）

綱
』

の

著
者
が

「

淳
煕
一

六

年
（

＝

八

九
）

孟

夏
月

望
日
」

に

「

法
門

大

綱
』

つ

ま

り
一

丁

か

ら
一

九

丁
を

著
し

た
。

更
に

は

「

建

久
五

年

（
一
一

九

四
）

五

月
二

三

日
」

に

「

日

本
僧

直
念
」

が

国
清

寺
の

壁
上

に

『

法

門
大
綱
』

を

書
き

、

そ

の

壁

下

に

「

之
」

を

書
き

取
り

、

そ
れ

が

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
5

）

「

慶

元
元

年
（

＝

九
五
）

乙

卯
二

月
二

五

日
」

と

い

う
わ

け
で

あ
る

。

つ

ま
り

、

『

法
門

大
綱
』

は
一

一

八
九

年
に

著
さ

れ
、

一

一

九

五

年
以
降

に

作
成

さ

れ
た

こ

と

が
、

こ

の

奥
書
に

よ
っ

て

解
る

わ

け
で

あ
る

。

　
問
題
は

「

壁

下

に

「

之
」

を

書
き
取
っ

た
」

と

あ
り

、

「

之
」

が

何
か

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

考
え
ら

れ

る
こ

と

は
、

こ

の

奥
書
部
分
の

後
の

二

〇

丁
左
か

ら
二

四

丁
右
（
後
半
部
分）

の

禅
語
録
や

坐

禅
に

関
す
る

引

用
文
と

は

考
え

ら

れ

な
い

だ

ろ

う
か

。

そ

れ

ら
は

、

「

坐
禅
病

　
如
々

居

士
」

、

「

見
色

明
心
」

（

大
慧
『

正
法
眼
蔵
』

よ

り
）

、

「

聞
聲
悟
道
」

（
「

大
慧

語
録
』

よ

り
）

、

「

坐

禅
箴
」

（

宏
智
禅
師
述）

で

あ
る

。

果
た

し

て
、

国

清

寺
の

壁
下
に
こ

れ

ら

が

書
か

れ

て

い

た
の

だ

ろ

う
か

。

こ

の

点
に
つ

い

て

は

今
後
の

課
題
と

し

た
い

。

更
に

、

天

台
浄
土

教
の

拠

点
で

あ
る

明

州
延
慶
寺
を
訪
ね

た

後
、

天

台
本
院
国
清
寺
に

参
じ

た

「

日

本
僧
直
念
」

に

つ

い

て

は

今
の

と
こ

ろ

不
詳
で

あ

る
。

但
し

、

当
時
の

国
清
寺
で

は

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
6）

天

台
宗
は

稀
と

な

り
、

禅

宗
が

盛
行
し
て

い

た

こ

と

が
解
る

。

直
念
が

国
清
寺
に

行
っ

た

目

的
は

天

台
宗
を

学
ぶ

た

め
で

は

な
く

、

当
時
の

中

国
の

禅
宗
を

学
ぶ

た

め

と

考
え

て

も
よ

さ
そ
う
で

あ
る

。

二

　
『

法
門
大

綱
』

の

禅
思

想

　
こ

こ

で

は

『

法
門

大

綱
』

の

最
初
か

ら

「

禅
門
宗
」

に

つ

い

て
の

著

者
の

論
述

部
分
か

ら
、

特
徴
と

思
え
る

キ

ー

ワ

ー

ド

を
抜
き
出
し

て

み

た

い
。

「

肉

骨
髄
」

、

「

無
念
の

知

見
」

、

＝

行
三

昧
」

、

「

如
来

清
浄
の

禅
」

、

「

念
仏
定
」

、

「

専
ら

本
尊
を
念
じ

」

等
で

あ
る

。

「

肉
骨
髄
」

、

＝

行
三

昧
」

、

「

如
来
清
浄
の

禅
」

は
、

後
丁
に

「

伝
教
大

師
（

の

嗣
法）
」

、

「

『

慈
覚
大
師
将

来
記
』

に

云

く
」

、

「

『

智
証
大
師
将
来
記
』

に

云

く
」

と

あ

り
、

最
澄
撰
『

内
証
仏
法
相
承
血

脈
譜
』

（

以

後、

『

血

脈
譜
』

）

に

基
づ

い

て

い

る
と

考
え

ら

れ
る

。

　
「

肉
骨
髄
」

得
説
法
に
つ

い

て

『

血

脈

譜
』

「

北

斉
の

慧
可

和
上
」

に

「

（

『

付
法
簡
子』

云

く
）

慧
可

が

髄
を

、

道
育
が

肉
を

、

尼
総
持
が

骨
を

得

（
7）る

」

と

あ
る

。

一

方
『

法
門
大
綱
』

で

は

「

慧
可
が

髄
を

、

道
育
が

肉

を
、

総
持
が

骨
を
得
る
」

の

後
、

「

慧
可
の

所
解
に

云

く
、

本
よ

り
煩
悩

无

し
、

元
と

是
れ

菩
提

。

（
中
略∀

道

育
の

云
く

、

迷
へ

ば

即
ち

煩
悩

、

一 112一
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悟
れ

ば

即
ち

菩
提

。

（

中
略
）

惣
持
の

云

く
、

煩
悩
を

断
じ
て

、

菩
提
を

（
8

）

得
L

と

続
く

。

『

法
門

大

綱
』

で

は
『

血

脈

尋
）

に

な
い

宗
密
撰
『

裴
休

拾
遺
問
』

中
の

「

本
無
煩

悩
元
是
菩
提

、

云
々
」

の

考
え
が

摂

り
入
れ

ら

れ

て

い

る
。

「

血

脈
譜
』

の

『

付
法
簡
子
』

に
つ

い

て
は

、

伊
吹
敦
氏

に

詳
し
い

研
究
論
文
が

あ

り、

氏

に

よ

れ
ば

神
会
派
内

部
で

作
ら
れ

た

　
　
　
　
（
10）

と

推
察
さ

れ
、

『

法
門
大

綱
』

の

著
者
が

同
じ

荷
沢
宗
の

宗
密
の

『

裴
休

拾
遺
問
』

を

「

肉

骨
髄
」

得
説
法
の

発
展
と

捉
え
た

と

考
え
ら
れ

な
い

だ

ろ

う
か

。

　

次
に

「

一

行
三

昧
」

に
つ

い

て
、

『

法
門
大
綱
』

で

は
以

下
の

よ

う
に

述
べ

る
。

　

禅
門
の

宗
は

佛
々

祖
々
、

心
を

以
て

心
に
傳
ふ

。

文
字

を
立
て

ず
。

是

れ

文
字

　

の

相
離
せ

る
な

り
。

正
語
を

以
て

心
を
指
す

。

心
を
得
て
詞
を

忘
る

。

（
中
略
）

　

未
だ

眼
に

見
ず
と

雖
も

、

既
に

心

見
る

こ

と

了

了

な
り
。

道

に

於
い

て

勇
有

　

り
。

又
、

因
果
を
撥
せ

ず
。

邪
智
執
慢

、

何
に

因
て

か

生
ぜ

ん
や
。

是

を
深
般

　

若
を
行
ず
と

為
す

。

亦、

一

行
三

昧
と

名
つ

く
。

即
ち

、

如
来
清
浄
の

禅
と

念

　

佛
定
と

相
應
す

。

誠
に

、

是
れ

浄
土

菩
提
の

妙
因

、

長
生

不
死
の

要
術
な

り
。

　
（
中
略
）

常
に

坐

禅
を

好
み

、

諸
念
を

消

落
し

、

深
く
無
常
を

観
じ

、

放
逸
に

　

隨
わ

ず、

三

心

具
足
し

て
、

（
專
ら
）

自
ら

虚
假
を
離
し、

専
ら
本
尊
を

念
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
け
　

　

て
、

證
と

為
し
、

救
と
為
す

。

こ

こ

で

重
要
な
こ

と

は
、

『

法
門
大
綱
』

の

著
者
が

「

禅

門
宗
」

は

「

如

来
清
浄
の

禅
と

念
佛
定
と

相
應

す
」

と

述
べ

、

坐

禅
と

念
仏
が

修
行
の

要
素
と
し
て

い

る
。

ま
た

、

「

深
般
若
を

行
ず
」

を

＝

行
三

昧
」

と

名

づ

け
、

「

如

来
清
浄
の

禅
」

と

し
て
い

る
。

こ

れ

は

明
ら
か

に
、

『

血
脈

称
名
寺
所
蔵
『

法
門

大
綱
』

に

お

け
る
禅
思

想
（

古

　
瀬）

譜
』

「

北
斉
の

慧
可

和
上
」

の

「
『

付
法
簡
子
』

云

く
、

（
中
略
）

我
が

此

の

法
は

是
れ

諸
佛
の

甚
深
般
若
波
羅
蜜
の

法
。

亦
、

是
れ
諸

佛
総

持
の

法
。

亦
、

是
れ
】

切
の

法
の

印
。

亦
、

是
れ

如
來

禪
。

亦
、

一

行
三

昧

　
　
　
（
12
）

と

為
す
と

。

」

や
、

「

黄
梅
東
山
弘
忍

和
上
」

に

あ
る

「

文
殊

般
若
に

依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

13
）

り
て

、

佛
を
念
じ

、

群
品
を
引
接
し
て
一

行
三

眛
に

引
入
す

。

」

に

依
拠

し

て

い

る

と

考
え
ら
れ

る
。

右
の

「

文
殊
般
若
」

は
二

巻

本
『

文
殊

師

利
所
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』

（

『

文
殊
般
若
経
』

）

下
巻
を

指
し

、

以
下

の

よ

う
に

書
か
れ

て

い

る
。

文
殊
師
利
言

世
尊
云

何
名
一

行
三

昧
、

佛
言
法
界
一

相、

繋
縁
法
界

、

是
名
一

行
三

昧
。

若
善
男
子

、

善
女
人

、

欲
入
一

行
三

昧
、

當
先
聞
般
若
波

羅
蜜、

如

読

修
學

、

然

後
能
入
一

行
三

昧
。

如
法
界
縁

、

不
退
不

壊
、

不
思
議

、

無
礙
無

相
。

善
男
子

、

善
女
人、

欲
入
一

行
三

昧
、

應
處
空

閑、

捨
諸
亂
意

、

不

取
相

貌、

繋
心
一

佛
、

專
稱
名
字

。

隨
佛
方
所

、

端

身
正
向、

能

於
一

佛
念
念
相

續、

即
是
念

中
、

能
見
過
去、

未
來

、

現
在
諸
佛

。

何
以

故
、

念
一

佛
功
徳
無

量

無
邊

、

亦

與
無
量
諸
佛
功
徳
無
二

、

不
思
議
佛
法
等
無
分
別

、

皆
乘
一

如
、

成
最
正
覺、

悉
具

無
量
功
徳

、

無
量

辯
才

。

（
「

大
正

蔵
』

八
、

七
三
一

頁
上
）

「

一

行
三

昧
」

と

は
「

念
仏
」

で

あ
る

こ

と
が
明
記
さ

れ
て

い

る
。

ま
た

、

こ

の

＝

行
三

昧
」

は

『

楞
伽
師
資
記
』

の

中
で

、

道
信
と

神
秀
の

章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

14）

に

詳
し

く
書
か

れ
、

そ

れ

が

「

仏
を
念
じ

る

方
法
」

で

あ
る

と

説
く

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

15）

東
山
法
門

が

『

文
殊
般
若
経
』

の

念
仏
行
を

重
ん

じ

て

お

り
、

『

法
門
大

綱
』

で

は
、

＝

行
三

昧
」

の

念
仏

行
に

関
し
て

は

東
山

法
門
の

伝
統
を

受
け
継
い

で

い

る
と

考
え
ら

れ
る

。

し

か
し

、

同
時
に

『

血
脈
譜
』

（

『

付
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称
名
寺
所
蔵
『

法
門

大
綱
』

に

お

け
る

禅
思
想
（
古
　
瀬）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
16）

法
簡
子
』

）

の

「

如
来

禅
」

を

宗
密
の

「

如

来
清

浄
禅
」

と

置
き

換
え
て

い

る
こ

と

は
、

『

法
門

大
綱
』

の

著
者
は

、

神
会
の

影
響
を

受
け
た

宗
密

の

考
え
も
重
要
な

思
想
と

捉
え
て

い

た

こ

と

が

読
み
と

れ

る
。

　

と

も
あ
れ

、

『

法
門

大
綱
』

に

お
い

て

念
仏
が

「

禅
門
宗
」

の

大
事
な

修
行
で

あ
る

こ

と

が

解
っ

た
。

前
述
し
た
以

外
に

も
い

く
つ

か

念
仏
に

つ

い

て

の

記
述
が

あ
り

、

そ
れ

に

関
し
て

は

別

稿
で

紹
介
し

た
い

。

但

し
、

『

法
門
大
綱
』

に

お

け
る

念
仏
は

法
然
な
ど

の

提
唱
し

た

「

称
名
念

仏
」

と
は

異
な
り

、

「

観
相
念
仏
」

の

意
味
合
い

が
濃
い

こ

と

を
記
し

て

お

く
。

著
者
に

つ

い

て

は

不
詳
だ

が
、

引
用

す
る

史
料
か

ら

天

台
僧
で

あ
っ

た
こ

と

は

明
ら
か
で

あ
ろ

う
。

尚
、

『

見
性
成
仏
論
』

や

『

成
等
正

覚
論
』

と

の

比

較
検
討
は

別

稿
に

委
ね
た
い

。

1
　
河
村
孝
道
『

金

沢

文
庫
資
料
全

書
仏

典
第
一

巻
禅
籍
篇
』

「

総

説
・

解
題
」

　
（

神
奈
川
県
立
金

沢

文
庫、

一

九

七
四

、

二

七
五

ー
二

七
六

頁
）

。

2
　
訓
読
文
及
び

語
句
の

解
釈
に

つ

い

て

は

木
村
清
孝
先
生
に
ご
指

導
頂
い

た
。

3
　
筆
者
が

数
え
た
と
こ

ろ
、

実
際
は

「

二

四

枚
」

。

4
　
「

淳
熙
一

六

年、

孟
夏
月
」

の

年
月
は
、

大
日

房
能
忍
の

弟
子
練
中
と

勝

　
弁
が

阿

育
王

山
拙
庵
徳
光
を
訪
ね

印
可
を

得
た

年
月
で

も

あ
り

、

禅
宗
史
研

　
究
者
の

な
か

で

特
別
に

記
憶
さ
れ

る

年
で

あ
る

。

練
中
・

勝
弁
の

行
動
と

当

　
記
述
の

関
係
を
想

像
す
る

こ

と
は
、

実
に

興

味
の

あ
る

こ

と
で

は
あ

る
が、

　
今
は

『

法
門
大
綱
』

の

記
述
を
理

解
す
る
こ

と

に

徹
し
た
い
。

5
　
奥
書
に

関
し

て

は
、

落
合
俊
典

先
生

に
ご

教
示

頂
い

た
。

6
　
「

由
於

研
習
天

台
宗
者
漸
稀、

禪
宗
盛
行

。

建
炎
四

年
（

一

＝
二

〇）
、

詔

　
令
「

易
教
爲
禪
」

、

國
清
寺
成
爲
禪
宗
「

江

南
十

刹
」

之
→

。

來
寺
参
究
禪

　
學
者
四

海
雲
集、

一

度
竟
使
糧

食
不
足

。

」

（

『

國
清
寺
志
』

「

第
一

章
國
清
講

　
寺
沿
革
」

華
東
師
範
大
学
出

版
社、

一

九

九
五

、

七
頁）

。

7
　
『

傳
教
大
師
全
集
』

一

（
日

本
仏

書
刊
行
会

、

一

九

六
六、

二

Q
七

頁
）

。

8
　
『

金

沢
禅
籍
篇
』

二

＝

頁
上

−
下

。

9
　
石

井
修
道
「

真
福
寺
文
庫
所
蔵
の

『

裴
休
拾
遺
問
』

の

翻
刻
」

（

『

禅
学
研

　
究
』

六
〇

、

一

九
八
一
、

八
二

頁）
。

10
　
伊
吹
敦
「

最

澄
が

傳
え
た

初

期
禪
宗
文
獻
に

つ

い

て
」

（

『

禅
文

化
研
究
所

　
紀
要
』

二

三
、

一

九

九
七

、

一

六
一

−
一

七
九

頁）
。

11
　
『

金

沢
禅
籍
篇
』

二
一

二

頁
下
ー

二

＝
二

頁
下

。

12
　
『

傳
教
大
師
全
集
』

】
、

二

〇

七

頁
。

13
　
『

傳
教
大
師
全
集
』

一
、

一

＝

○

頁
。

14
　
齋
藤
智

寛
「

『

楞
伽
師
資
記
』

考
ー
1

『

楞
伽
経
』

と

『

文
殊
般
若
経
』

の

　
受
容
を

手
が
か

り
に

ー
」

（

『

集
刊
東
洋
学
』

＝
一

、

二

〇
一

四
、

八

ー

九
頁
）

。

15
　
伊
吹
敦
「

初
期
禪
宗
文

獻
に

見
る

禪
觀
の

實
踐
」

（
『

禅
文
化
研

究
所
紀

　
要
』

二

四
、

一

九
九
八
）

。

16
　
『

禅

源
諸
詮
集
都
序
』

（
『

大
正
』

四
入

、

三

九
九

頁
中）

。

〈

参
考
文
献
〉

関
ロ

真
大
『

達
磨
大
師
の

研

究
』

（

彰
国

社
、

一

九
五
七
）

小
林
円
照

＝

行
三

昧

私
考

−
禅

用
語
の

研
究
に
つ

い

て

の
一

試
論

そ
の

　
一

ー
」

（
『

禅
学
研
究
一

五
一

号、

一

九

六
一

、

一

七
六

−
一

八

六

頁
）

鎌
田

茂
雄
『

禅
の

語
録
九

禅
源
諸
詮
集
都
序
』

（
筑
摩
書
房、

一

九

七
一
）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
V

『

法
門

大
綱
』

、

一

行
三

昧
、

念
仏

、

東
山
法
門

　
　
　
　
　
（

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
兼
任
研
究
員）
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